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『〈神社／仏閣〉 願懸重宝記』 について　（柴田）

　
　『

神
社

仏
閣

願
懸
重
宝
記
』
に
つ
い
て
　
―
ご
利
益
情
報
集
の
姿
―

柴　

田　

芳　

成

一
『
〈
神
社
／
仏
閣
〉
願
懸
重
宝
記
』
（
〈　

〉
は
割
書
、
以
下
同
。
本
書
を
『
重
宝
記
』
と
略
す
）
は
、
文
化
十
三
年
（1816

）
の
刊
行

で
、
病
気
平
癒
な
ど
何
か
の
立
願
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効
験
の
あ
る
、
大
坂
の
神
仏
を
紹
介
す
る
案
内
記
で
あ
る
。
一
部
に
住
吉
や

堺
な
ど
周
辺
地
域
も
含
む
が
、
主
た
る
対
象
は
三
郷
お
よ
び
そ
の
近
辺
を
中
心
と
し
た
、
近
世
大
坂
の
都
市
域
で
あ
る
。
本
作
品
は
近
世

の
民
間
信
仰
の
様
相
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
、
民
俗
学
的
な
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
霊
験
を
紹

介
す
る
説
話
資
料
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
る
試
み
と
し
て
み
た
い
。

ま
ず
本
作
品
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
も
ふ
ま
え
な
が
ら
確
認
し
て
お
く
。

著
者
の
濱
松
歌
国
は
狂
言
作
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
『
摂
陽
奇
観
』
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
大
坂
の
地
誌
、
習
俗
に
関
す
る
著
作
も
残

し
て
い
る
。
安
永
五
年
（1776

）
の
生
ま
れ
と
考
え
ら
れ
、
木
綿
問
屋
の
家
に
育
ち
、
二
十
五
歳
頃
に
は
芝
居
作
者
と
な
り
、
文
政
十
年

に
五
十
二
歳
で
没
し
た
（
１
）

。
本
書
は
四
十
一
歳
の
時
の
著
作
と
な
る
。
「
叙
」
（
２
）

か
ら
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
仏
閣
、
霊
樹
を
選
び

ま
と
め
た
と
い
う
以
上
に
は
、
刊
行
の
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
本
書
に
先
立
つ
こ
と
二
年
、
文
化
十
一
年
に
江
戸
の
神
仏
霊
験
に
関
す

る
『
〈
江
戸
／
神
仏
〉
願
懸
重
宝
記
』
（
著
者
は
万
寿
亭
正
二
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
書

<

研
究
ノ
ー
ト>
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は
文
政
七
年
（1824

）
に
は
書
名
を
改
め
、
『
神
仏
霊
験
記
図
会
』
（
一
名
「
願
懸
手
引
」
（
表
紙
、
巻
末
）
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
（
３
）

。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
近
世
の
民
衆
信
仰
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
（
４
）

。
田
野
登
氏
は
、
本
書
に
収
載
さ
れ
た

六
十
九
の
記
事
に
つ
い
て
、
「
標
題
、
所
在
地
、
願
掛
け
の
対
象
と
な
る
神
仏
諸
霊
の
名
称
、
祈
願
内
容
・
願
掛
け
作
法
、
霊
験
、
願
解

き
作
法
、
縁
日
」
の
七
項
目
を
整
理
し
た
表
を
示
し
、
「
こ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
、
巡
拝
の
盛
行
、
個
人
祈
願
・
現
世
利
益
の
多
種
、
願

掛
け
対
象
お
よ
び
作
法
の
多
様
、
行
事
の
多
彩
と
い
っ
た
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
祈
願
内
容
の
分
類
か
ら
は
、
本

書
に
「
記
載
さ
れ
て
い
る
祈
願
は
、
個
人
祈
願
に
限
ら
れ
て
い
て
共
同
祈
願
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
」
、
「
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

個
人
祈
願
は
」
「
治
病
が
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
近
世
の
大
坂
に
暮
ら
す
人
々
の
神
仏
諸
霊
へ
の
願
掛
け
に
病
気
が
大
き
な
比
重
を

占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
本
書
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
信
仰
の
あ
り
様
を
指
摘
さ
れ
た
（
５
）

。

先
行
研
究
も
ふ
ま
え
、
本
書
中
に
挙
げ
ら
れ
る
神
仏
・
寺
社
な
ど
の
霊
験
を
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
た
も
の
が
左
の
表
で
あ
る
。

ご
利
益
の
あ
り
方
こ
そ
が
祈
願
の
反
映
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
そ
の
数
か
ら
み

て
、
こ
れ
ら
の
神
仏
に
は
致
富
や
良
縁
よ
り
も
病
気
平
癒
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
代
で
は
疱
瘡
は
過
去
の
病
気
と
な
っ
た
け

れ
ど
、
医
療
・
衛
生
状
況
の
異
な
る
当
時
に
お
い
て
は
相
当
に
危
険
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
子
ど
も
の
病
気
、
出
産
に
関
わ
る
諸
事
、
歯
痛

や
痔
疾
な
ど
は
、
時
代
の
別
な
く
今
日
で
も
患
う
人
は
多
い
。
そ
う
し
た
身
近
な
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
頼
り
と
な
る
神
仏

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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『
〈
神
社
／
仏
閣
〉
願
懸
重
宝
記
』
内
容
一
覧

話
番
号

神
仏

場
所

願
掛
け
内
容

方
法

お
礼

1

北
辰
妙
見
菩
薩

能
勢
郡
野
間
村
妙
見
祠
、
久
々
知
広
済
寺
、
千
日
自
安
寺
、
高
津
、

天
満
寺
町
等
の
勧
請
所

家
業
繁
栄
、
厄
難
病
苦
除
け

 

2

大
聖
歓
喜
天

岩
屋
宝
山
寺
、
山
崎
観
音
寺
、
南
田
辺
村
法
楽
寺
、
天
下
茶
屋
村

正
円
寺
、
生
玉
、
天
王
寺
、
東
小
橋
、
天
満
、
北
野
、
長
柄
、
は

ま
の
寺
、
三
番
、
う
ら
江
等
、
歓
喜
天
巡
り
六
ヶ
所
・
二
十
一
ヶ

所
（
大
坂
寺
社
順
巡
記
）

諸
願
成
就

禁
忌
・
斎
戒

 

3

金
毘
羅
大
権
現

中
之
嶋
常
安
町
、
讃
州
高
松
公
蔵
屋
敷
、
天
満
、
高
津
、
生
玉
、

千
日
法
善
寺
、
堀
江
阿
弥
陀
が
池
、
博
労
町
稲
荷
社
、
平
野
町
御

霊
社
内
の
勧
請
所

海
上
難
・
火
災
難
除
け

4

毘
沙
門

信
貴
山
、
長
町
大
乗
坊
、
下
寺
町
、
生
玉
、
天
満
寺
町
、
北
野
村
等
、

順
巡
所
一
五
ヶ
所
（
大
坂
寺
社
順
巡
記
）

富
貴
、
家
業
繁
昌

5

白
世
根
大
明
神
（
稲
荷

社
）

天
満
天
神
の
社
内

所
願
成
就

み
く
じ
吉
凶
十
二
品

　

6

子
安
地
蔵

天
満
東
寺
町
龍
海
寺

安
産

7

厄
除
け
観
音

同
所
西
栗
東
寺

厄
難
除
け

8

清
正
公
大
神
祇

同
所
西
妙
福
寺

諸
願
成
就

幟
（
蛇
の
目
紋
、
神
号
、
願

主
名
）
を
奉
納

9

北
辰
妙
見
菩
薩

同
所
西
成
正
寺

開
運
除
厄

10

粟
島
大
明
神
（
戎
社
）

天
満
堀
川
寺
町
橋
角
堀
川

諸
病
平
癒

立
て
雛
、
立
て
雛
の
絵
馬
を

奉
納

11

妙
儀
大
権
現

北
野
太
融
寺
境
内

歯
痛
平
癒

絵
馬
を
奉
納

12

目
神
八
幡
宮

北
野

眼
病
平
癒

土
鳩
を
奉
納

13

妙
見
祠

北
野
新
屋
敷
法
清
寺
（
か
し
く
寺
）

労
咳
、
悪
酒
断
ち

か
し
く
墓
の
手
向
け
水
で
薬

を
煎
じ
て
飲
む
、
か
し
く
法

号
と
和
歌
三
遍
唱
え
て
同
水

を
酔
狂
人
に
飲
ま
せ
る

　

14

牛
か
け
（
牛
の
や
ぶ
入

り
）

北
野
梅
田
道
（
五
月
五
日
行
事
）

小
児
疱
瘡

農
夫
の
配
る
粽

　

15

薬
師
如
来

梅
田
墓
所
の
西

歯
痛
、
諸
病
平
癒

土
器
に
年
齢
を
書
い
て
献
納

　

16

王
仁
の
祠

梅
田
の
西
の
野
中

諸
願
成
就

17

秋
山
自
雲
霊
神

上
福
島
岡
松
寺
の
内

痔

幟
（
神
号
、
年
齢
、
性
別
）
、

御
膳
を
奉
納

18

子
の
権
現

同
所
西
、
光
智
院
の
元
三
大
師
堂

痔･

淋
病
・
消
渇
・
下
の
病

平
癒

　

御
膳
を
奉
納

19

榎

野
田
村
戎
社
の
内

所
願
成
就

絵
馬
を
奉
納
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20

今
井
屋
仁
右
衛
門
家

土
佐
堀
二
丁
目
鍵
屋
裏
大
路
次
表
西
角

小
児
疱
瘡

土
人
形
を
一
晩
預
け
て
持
ち

帰
り
祀
る

　

21

五
牛
大
明
神

中
之
島
常
安
町
田
辺
橋
西
阿
波
徳
島
侯
御
蔵
屋
敷
の
内
、
鎮
守
稲

荷
榎
の
社

小
児
瘴
気
・
瘡
毒
平
癒
、
腫

物
平
癒
（
女
の
絵
＝
挿
絵
）

土
細
工
の
牛
を
献
納
、
腫
物

の
絵
を
榎
に
貼
る

土
牛
、
牛
の
絵
馬
、
絵
馬
を

奉
納

22

薬
師
如
来

常
安
裏
町
玉
江
橋
南
詰
東
角

諸
願
成
就
、
難
病
平
癒

絵
馬
、
土
器
を
奉
納

23

和
霊
神

中
之
島
久
保
嶋
町
予
州
宇
和
島
蔵
屋
敷
の
内
、
鎮
守
社

開
運
、
災
難
除
け

24

鷺
大
明
神

土
佐
堀
白
子
町
雲
州
松
江
侯
蔵
屋
敷
の
内
、
鎮
守
稲
荷
社

小
児
疱
瘡

竹
の
皮
笠
・
太
鼓
を
請
い
受

け
、
神
酒
・
洗
米
・
燈
明
で

疱
瘡
神
祀
る

竹
の
皮
笠
（
名
前
・
年
齢
）
、

子
ど
も
太
鼓
を
奉
納

25

霊
験
地
蔵

貝
屋
町
筋
大
目
橋
筋
一
丁
西
乾
角
道
空
町

諸
病
平
癒

絵
馬
を
奉
納

26

甘
茶

白
髪
町
観
音
堂
大
福
院

し
も
や
け

灌
仏
会
の
甘
茶
を
手
足
に
塗

る

　

27

抹
香
地
蔵

北
堀
江
四
丁
目
五
丁
目
間
、
和
光
寺
あ
み
だ
が
池
の
内

病
気
平
癒

抹
香
奉
納
を
誓
言

　

28

地
蔵

幸
橋
南
詰
一
丁
西
少
し
南
、
北
向
き
の
地
蔵
堂

歯
痛

無
言
で
参
詣
、
塗
り
箸
不
使

用
を
誓
う

　

29

戸
隠
大
明
神

平
野
町
御
霊
社
の
内
、
宝
城
寺

歯
痛

無
言
で
参
詣
、
三
年
間
梨
食

べ
な
い
と
誓
言

年
数
書
い
た
梨
、
ま
た
は
梨

の
絵
馬
を
奉
納

30

烏
枢
沙
磨
明
王

同
29

所
願
、
痔

絵
馬
を
奉
納

31

油
掛
地
蔵

安
堂
寺
町
一
丁
目
筋
東
北
角

小
児
の
諸
病

ご
詠
歌
三
遍
、
成
就
後
油
掛

け
を
誓
言

油
を
灌
ぐ

32

猿
田
彦
大
神

島
之
内
三
津
八
幡
の
末
社

小
児
疱
瘡

土
猿
、
猿
の
絵
馬
を
奉
納

33

瘡
神
（
和
泉
国
堺
）

道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
戎
橋
よ
り
一
丁
西
筋
、
長
久
横
町
の
遥
拝

所

瘡
病
平
癒

34

歯
神

千
日
墓
所
礼
場
の
か
た
わ
ら
上
人
堂

歯
痛

無
言
で
参
詣

絵
馬
を
奉
納

35

榎

同
34
の
大
木

身
の
痛
み

患
部
を
絵
に
描
い
て
榎
に
貼
る

絵
馬
を
奉
納

36

稲
荷

道
頓
堀
北
側
の
鍛
冶
屋
町
筋
塀
の
内

安
産

臨
産
時
に
代
参
者
が
呼
び
に

行
く

絵
馬
、
提
灯
を
奉
納

37

猿
田
彦
の
宮

平
野
町
神
明
宮
の
内

小
児
疱
瘡

土
細
工
の
猿
・
鳩
を
奉
納

38

茶
湯
地
蔵

上
町

散
髪
ぎ
ら
い

茶
湯
を
請
け
飲
み
、
月
代
に

塗
る

　

39

青
蘇
大
明
神

真
田
山
稲
荷
社
境
内

中
風

毎
月
朔
日
に
参
詣

　

40

護
諸
童
子
神
王

玉
造
口
本
庄
村
観
音
寺
の
内
の
堂

小
児
驚
風
、
諸
病
平
癒
、
疱
瘡
、

安
産

親
が
陀
羅
尼
・
神
号
唱
え
、

五
色
糸
結
び
、
毎
月
8
日
15

日
に
礼
拝
、
お
供
え
に
御
酒
、

赤
菓
子
、
松
竹
梅
、
赤
花　

　

結
縁
に
出
る
護
符
、
陀
羅

尼
を
子
に
与
え
る

41

同
40

同
40

火
難
除
け
・
盗
難
除
け
（
水

剣
の
符
）

お
守
り
を
請
け
る
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42

甑
塚
大
明
神

天
王
寺
寺
町
口
縄
坂
筋
少
し
北
入
西
側

冷
え
一
切
、
腰
下
の
病

木
綿
の
幟
、
絵
馬
な
ど
を
奉

納

43

北
山
不
動

口
縄
坂
の
角
、
太
平
禅
寺

諸
病
平
癒

44

聖
徳
太
子
堂

四
天
王
寺

婦
人
の
不
妊
・
懐
胎

縫
い
針
二
本
を
献
納
、
針
を

請
い
受
け
る

　

45

紙
子
仏

四
天
王
寺

裁
縫
上
達

紙
子
を
献
納

　

46

同
45

同
45

頭
痛
平
癒

毎
月
10
日
に
参
詣

紙
子
を
奉
納

47

妙
正
大
明
神

四
天
王
寺
の
内
、
元
三
大
師
堂
の
前
の
鏡
の
池

小
児
疱
瘡

妙
見
堂
で
お
守
り
を
請
け
る

　

48

石
神
の
社

四
天
王
寺
の
内

旅
中
災
難
除
け
、
足
健
康

49

牛
の
宮

四
天
王
寺
の
内
、
太
子
堂
の
外
北
側

足
病
平
癒

土
細
工
の
牛
、
牛
の
絵
馬
を

奉
納

50

歯
堅
大
明
神

四
天
王
寺
東
門
の
東

歯
痛

絵
馬
を
奉
納

51

青
面
金
剛
童
子

四
天
王
寺
南
大
門
の
南
、
庚
申
堂

小
児
疱
瘡

七
庚
申
参
詣

　

52

九
頭
竜
権
現
社

四
天
王
寺
、
庚
申
堂
の
内

小
児
瘡
毒

七
草
摘
ん
で
献
納

土
牛
、
牛
の
絵
馬
を
奉
納

53

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
田
楽

（
庚
申
の
日
）

四
天
王
寺
、
庚
申
堂
の
内

頭
痛
平
癒

54

布
袋
和
尚

四
天
王
寺
西
大
門
の
南

婦
人
乳
出

55

閻
魔

合
邦
が
辻

頭
痛
平
癒

閻
魔
像
に
白
紙
の
は
ち
ま
き

を
す
る

絵
馬
を
奉
納

56

東
向
き
地
蔵

新
清
水
北
手
の
坂
の
中
程
西
側

痔

花
を
供
養

57

広
田
社

今
宮
の
森

痔

赤
鱏
を
断
つ

赤
鱏
の
絵
馬
を
奉
納

58

天
神
の
社

天
下
茶
屋
村
南
出
口

安
産

御
膳
を
供
え
る

　

59

住
吉
大
明
神

御
輿
洗
い
（
6
月
13
日
）

冷
え
、
諸
病
平
癒

同
日
に
浜
で
水
浴

　

60

住
吉
大
明
神
の
神
馬

歯
ぎ
し
り

飼
料
の
白
豆
三
粒
請
け
帰
り

食
す

　

61

五
大
力
菩
薩

住
吉
神
宮
寺

海
難
除
け

「
五
大
力
」
の
提
げ
札

　

62

大
歳
の
社

住
吉
四
所
本
殿
の
南
、
浅
沢
の
末
野
中

商
売
繁
盛

63

誕
生
石
側
の
小
石

住
吉

安
産

小
石
三
つ
請
け
て
帰
る

清
浄
地
の
小
石
三
つ
を
添
え

て
返
す

64

あ
び
こ
観
音

住
吉

厄
難
除
け

65

乳
守
の
宮

堺

婦
人
乳
出

66

紀
州
堀
越
観
世
音

毎
年
三
月
に
平
野
町
中
筋
橋
半
丁
北
東
側
、
播
磨
屋
藤
兵
衛
（
た

ば
こ
問
屋
）
に
て
開
帳

積
聚
平
癒

元
日
に
雑
煮
を
食
わ
ず
に
立

願

　

67

稲
荷
（
神
主
権
之
頭
）

加
嶋
村

狐
憑
き

68

鎮
西
八
郎
為
朝
絵
馬

大
坂
市
中
の
地
蔵
堂

小
児
疱
瘡

絵
馬
を
借
り
て
門
口
に
置
く

新
た
に
為
朝
絵
馬
を
添
え
て

奉
納

69

氏
神
（
節
分
の
夜
）

小
児
疱
瘡

文
銭
一
文
と
年
数
豆
を
雨
垂

落
ち
へ
埋
め
る

（5）238



日本語・・日本文化　第 50 号 （2023）

で
は
、
こ
れ
ら
の
寺
社
の
地
理
的
な
分
布
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
紙
幅
の
都
合
で
地
図
を
も
っ
て
示
す
こ
と
は
略
す
が
、

提
示
さ
れ
る
神
仏
、
寺
社
の
順
と
位
置
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
６
）

。

特
定
の
寺
社
・
神
仏
で
は
な
く
、
総
体
と
し
て
の
神
仏
名
を
掲
げ
る
1
～
4
は
措
き
、
お
お
よ
そ
を
示
す
と
、
5
～
19
は
天
満
、
北
野

辺
か
ら
福
島
へ
と
市
街
区
域
の
北
側
を
東
か
ら
西
へ
紹
介
す
る
。
20
～
40
で
中
之
島
の
諸
藩
蔵
屋
敷
か
ら
北
・
南
の
中
心
地
、
嶋
之
内
・

道
頓
堀
地
域
と
な
り
、
42
～
56
で
天
王
寺
界
隈
、
57
～
69
で
住
吉
や
堺
と
い
っ
た
周
辺
地
域
と
続
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
社
の
神
仏
の
霊
験
や
ご
利
益
を
広
く
紹
介
す
る
場
合
、
読
者
・
利
用
者
の
便
を
考
え
る
と
、
神
仏
別
、
効
能
別
、
地
域

別
な
ど
、
何
ら
か
の
分
類
を
も
っ
て
提
示
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
右
に
確
認
で
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
お
お
ま
か
な
が
ら
地
域

別
の
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
文
化
十
三
年
版
「
重
宝
記
」
か
ら
文
政
七
年
版
「
図
会
」
へ
の
名
称
変
更
に
は
、
そ

の
背
景
と
し
て
、
本
書
を
単
な
る
情
報
集
に
と
ど
め
ず
、
案
内
記
で
も
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
地

誌
、
案
内
記
で
「
図
会
」
を
採
用
す
る
『
都
名
所
図
会
』
（
安
永
九
年
（1780

）
）
を
は
じ
め
、
大
坂
地
域
が
対
象
と
な
る
『
摂
津
名
所
図

会
』
（
寛
政
八
年
（1796

）
）
も
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
「
図
会
」
の
名
称
は
地
域
ご
と
に
紹
介
す
る
内
容
と
も
合
っ
て
い
た
。

二
次
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
神
仏
の
霊
験
・
ご
利
益
の
語
ら
れ
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、

地
蔵
に
注
目
し
て
み
る
（
７
）

。
本
書
に
は
七
つ
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
比
較
的
短
い
の
で
本
文
を
示
す
。
（
番
号
は
掲
載

の
順
を
示
す
。
た
だ
し
本
文
の
漢
字
表
記
を
算
用
数
字
に
改
め
た
）

6　

天
満
東
寺
町
龍
海
寺
の
子
安
の
地
蔵
は
霊
験
あ
ら
た
な
れ
ば
、
懐
胎
の
婦
人
参
詣
す
べ
し
。
御
縁
日
〈
二
十
四
日
〉
。　
　

25　

貝
屋
ま
ち
筋
大
目
ば
し
筋
一
丁
西
乾
角
道
空
町
と
い
ふ
霊
験
地
蔵
尊
は
、
本
山
黒
谷
四
十
二
世
神
誉
上
人
、
安
永
七
戌
年
の
夏
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の
頃
、
大
坂
御
巡
行
の
時
、
開
眼
な
し
給
ひ
て
よ
り
日
々
に
霊
験
著
く
、
そ
れ
ゆ
へ
霊
験
地
蔵
尊
と
称
じ
奉
る
。
諸
病
平
癒
を

祈
る
に
必
ず
験
あ
り
。
御
礼
に
は
絵
馬
を
奉
納
す
。
信
心
の
詣
人
、
百
度
参
を
せ
ん
と
思
は
ば
、
標
石
北
の
門
際
に
あ
り
。

27　

北
堀
江
四
丁
目
五
丁
目
の
あ
い
だ
、
和
光
寺
あ
み
だ
が
池
と
い
ふ
門
内
に
、
抹
香
の
地
蔵
尊
と
て
あ
り
。
諸
人
立
願
し
て
病
気

の
平
癒
を
い
の
り
、
本
復
の
後
、
御
礼
に
は
抹
香
を
供
ぜ
ん
と
誓
へ
ば
か
な
ら
ず
霊
験
あ
り
。

28　

幸
橋
南
詰
一
丁
西
少
し
南
へ
入
所
に
、
北
向
の
地
蔵
堂
あ
り
。
此
地
蔵
尊
へ
無
言
に
て
参
詣
な
し
、
歯
の
い
た
み
平
癒
の
立
願

す
れ
ば
、
忽
ち
治
す
。
そ
の
の
ち
、
一
年
又
は
二
年
三
年
な
り
と
も
信
心
次
第
、
塗
箸
に
て
食
事
せ
ざ
る
よ
う
誓
言
す
べ
し
。

31　

安
堂
寺
町
一
丁
目
筋
東
北
角
、
油
か
け
の
地
蔵
尊
は
、
小
児
の
諸
病
平
癒
の
立
願
す
べ
し
。
参
詣
の
せ
つ
、

　
　
　
　

油
か
け
能
化
の
地
蔵
大
ぼ
さ
つ　

げ
に
安
曇
寺
の
古
跡
残
れ
る

　
　

此
御
詠
歌
を
三
遍
唱
へ
て
後
、
立
願
成
就
な
さ
ば
、
油
を
か
け
奉
る
べ
し
と
誓
ひ
、
御
礼
参
り
に
は
地
蔵
堂
の
外
に
ま
し
ま
す

石
仏
の
地
蔵
尊
へ
油
を
濯
ぐ
べ
し
。
此
地
は
往
古
、
安
曇
寺
と
い
へ
る
大
寺
の
跡
に
て
地
蔵
尊
は
千
五
百
年
に
及
ぶ
。

38　

上
町
御
茶
湯
の
地
蔵
尊
は
、
小
児
の
髪
を
惜
み
、
又
は
月
代
を
嫌
ひ
て
泣
叫
ぶ
に
、
こ
の
地
蔵
尊
へ
参
詣
し
て
霊
前
に
供
ず
る

お
茶
湯
を
小
児
に
い
た
だ
か
せ
、
其
あ
ま
り
茶
に
て
月
代
を
よ
く
も
み
て
帰
る
べ
し
。
髪
を
惜
み
月
代
を
き
ら
ふ
事
、
速
に
と

ど
ま
る
な
り
。

56　

新
清
水
北
手
の
坂
の
半
途
西
が
は
に
東
向
に
立
せ
た
ま
ふ
地
蔵
尊
の
石
仏
に
花
を
供
じ
て
立
願
す
れ
ば
、
五
痔
を
患
る
人
、
忽

平
癒
な
す
〈
此
坂
の
辺
に
は
花
屋
一
軒
も
な
き
ゆ
へ
、
寺
町
に
て
求
め
行
て
石
仏
の
前
な
る
花
瓶
に
さ
す
べ
し
〉
。

右
に
み
る
よ
う
に
、
地
蔵
だ
け
に
限
っ
て
も
、
子
ど
も
、
女
性
、
歯
痛
、
痔
疾
、
諸
病
と
、
さ
き
の
表
に
示
し
た
ご
利
益
の
、
ほ
と
ん

ど
の
内
容
が
出
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
に
地
蔵
信
仰
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
古
代
・

中
世
に
み
ら
れ
た
死
後
世
界
で
の
救
済
者
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
の
世
で
の
現
実
的
な
救
い
で
あ
る
。
葬
式
仏
教
の
系
列
と
は
別
に
、
近

世
全
般
に
仏
教
界
で
現
世
利
益
的
傾
向
が
強
く
な
る
が
、
地
蔵
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
地
蔵
へ
の
信
仰
の
広
が
り
、
あ
る
い
は
古
さ
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。
近
世
に
は
、
そ
の

時
々
の
時
期
に
爆
発
的
な
信
仰
を
集
め
る
流
行
仏
も
出
現
す
る
（
８
）

が
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
地
蔵
は
ど
う
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
地
蔵
は
ど
れ
ほ
ど
有
名
な
の
だ
ろ
う
か
。
大
坂
の
著
名
な
地
蔵
と
は
ど
の
地
蔵
を
指
す
の
か
、
諸
書

に
紹
介
さ
れ
る
例
を
見
て
み
よ
う
。

『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』
元
禄
十
年
（1697

）
「
摂
州
大
坂
六
地
蔵
菩
薩
」
（
巻
十
二
付
録
七
）

一
番　

国
分
寺
地
蔵
尊
〈
長
柄
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
番　

大
長
寺
地
蔵
尊
〈
網
島
〉

三
番　

正
覚
院
地
蔵
尊
〈
八
丁
目
寺
町
〉　
　
　
　
　
　

四
番　

専
修
院
地
蔵
尊
〈
谷
町
筋
〉

五
番　

天
暁
院
地
蔵
尊
〈
相
坂
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
番　

法
善
寺
地
蔵
尊
〈
道
頓
堀
〉

『
〈
大
坂
〉
寺
社
順
拝
記
』
明
和
九
年
（1772

）
「
六
地
蔵
巡
」
（
の
ち
、
安
永
版
『
難
波
丸
綱
目
』
第
二
冊
に
も
収
載
）

第
一　

〈
て
ん
ま
な
が
ら
村
〉
国
分
寺　
　
　
　
　
　
　

第
二　

〈
あ
み
し
ま
〉
大
長
寺

第
三　

〈
八
丁
め
〉
天
然
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四　

〈
谷
町
筋
西
ほ
や
け
ぢ
ぞ
う
〉
専
修
院

第
五　

〈
て
ん
わ
う
じ
い
ん
ど
う
ぢ
ぞ
う
〉
天
暁
寺　
　

第
六　

〈
ど
う
と
ん
ぼ
り
〉
法
善
寺

『
難
波
丸
綱
目
』
安
永
六
年
（1777

）
「
名
地
蔵
」
（
第
二
冊
）

ほ
や
け
［
頬
焼
］
生
玉
寺
町　
　
　
　
　

ち
み
ん　

北
野
村　
　
　

た
ぬ
き　

玉
つ
く
り
東　
　
　
　
　
　
　

お
ち
や
と
う
［
お
茶
湯
］
農
人
ば
し
筋
谷
町
東

油
か
け　

あ
ん
ど
う
じ
町
筋　
　
　
　
　

い
ん
だ
う
［
引
導
］
天
わ
う
じ
一
心
寺
前

「
六
地
蔵
」
が
挙
げ
ら
れ
る
例
を
掲
げ
た
が
、
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』
と
『
〈
大
坂
〉
寺
社
順
拝
記
』
で
は
八
十
年
ほ
ど
の
開
き

が
あ
る
が
、
同
じ
六
地
蔵
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
本
書
の
七
つ
の
地
蔵
は
い
ず
れ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
『
難
波
丸
綱
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目
』
の
選
択
は
大
き
く
異
な
り
、
茶
湯
地
蔵
（
38
）
、
油
懸
地
蔵
（
31
）
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
本
書
に
採
ら
れ
て
は
い
な
い
も

の
の
、
両
方
の
六
地
蔵
に
名
が
挙
が
る
頬
焼
地
蔵
の
よ
う
な
存
在
も
あ
る
（
順
に
、
四
番
専
修
院
地
蔵
尊
・
第
四　

〈
谷
町
筋
西
ほ
や
け

ぢ
ぞ
う
〉
専
修
院
・
ほ
や
け　

生
玉
寺
町
）
。
依
拠
し
た
資
料
の
違
い
に
よ
る
の
か
、
選
択
基
準
が
異
な
る
の
か
不
明
だ
が
、
各
地
に
そ

れ
ぞ
れ
信
仰
を
集
め
る
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
六
地
蔵
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
事
実
も
ま
た
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
地
蔵
リ
ス
ト
と
よ
べ
そ
う
な
も
の
は
あ
り
、
『
重
宝
記
』
の
作
者
で
あ
る
濱
松
歌
国
の
『
摂
陽
奇
観
』
（
巻
二
十
四
上
）

に
「
一　

十
二
月　

大
坂
地
蔵
巡
リ
初
ム
」
（
宝
永
五
年
）
と
の
記
事
が
あ
り
、
四
十
八
箇
寺
が
示
さ
れ
る
。
本
書
の
七
つ
の
地
蔵
の
う

ち
、
こ
の
地
蔵
巡
り
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、
龍
海
寺
（
七
番
）
、
和
光
寺
（
四
十
八
番
）
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
『
重
宝

記
』
著
者
の
濱
松
歌
国
自
身
、
地
蔵
巡
り
に
数
え
ら
れ
る
の
と
、
『
重
宝
記
』
に
取
り
上
げ
る
の
で
は
、
そ
の
意
図
は
異
な
り
、
大
坂
を

代
表
す
る
地
蔵
と
し
て
『
重
宝
記
』
の
七
つ
の
地
蔵
を
選
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
９
）

。

こ
こ
で
少
し
視
点
を
ず
ら
し
、
同
時
代
に
出
版
さ
れ
た
大
坂
の
案
内
記
、
地
蔵
関
係
の
霊
験
記
類
を
み
る
こ
と
で
、
『
重
宝
記
』
の
記

事
を
相
対
化
し
て
み
た
い
。
参
照
し
た
作
品
の
一
覧
は
本
稿
末
に
掲
出
し
た
。

6　

龍
海
寺
の
子
安
地
蔵

龍
海
寺
は
、
『
摂
陽
奇
観
』
（
巻
二
十
四
）
「
大
坂
地
蔵
巡
り
」
の
第
七
番
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
記
載
は
「
五
尺　

ゑ
ん

め
い
ぢ
ぞ
う
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
書
に
記
さ
れ
た
子
安
地
蔵
で
は
な
い
。
延
命
地
蔵
と
同
一
と
考
え
て
よ
い
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
祀

ら
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
地
蔵
巡
り
と
し
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
子
安
地
蔵
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ

の
ほ
か
、
と
く
に
霊
験
に
関
わ
る
記
事
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

25 　

霊
験
地
蔵
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『
摂
陽
奇
観
』
（
巻
三
十
五
）
に
、
「
一　

当
夏
、
洛
東
黒
谷
四
十
二
世
神
誉
上
人
大
坂
市
中
御
巡
行
有
之
〈
道
空
町
霊
験
地
蔵
尊
開
眼

な
し
給
ひ
し
よ
り
参
詣
多
し
〉
」
（
安
永
七
〈
戊
戌
〉
）
と
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
『
重
宝
記
』
に
語
ら
れ
る
始
ま
り
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
に
は
祈
願
方
法
な
ど
は
記
さ
れ
な
い
。

27　

抹
香
地
蔵

和
光
寺
は
、
『
摂
陽
奇
観
』
「
大
坂
地
蔵
巡
り
」
の
第
四
十
八
番
に
数
え
ら
れ
、
「
五
尺
御
く
し
八
幡
の
さ
く
」
と
あ
る
。
『
摂
津
名
所
図

会
』
に
は
「
抹
香
地
蔵
」
と
は
別
に
「
地
蔵
堂
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
も
「
地
蔵
堂
〈
南
門
の
東
側

に
あ
り
。
本
尊
地
蔵
尊
座
像
、
長
凡
五
尺
許
〉
」
、
「
金
銅
地
蔵
〈
池
の
砌
に
あ
り
〉
」
と
、
寺
内
に
複
数
の
地
蔵
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
『
大
成
』
の
記
述
に
従
え
ば
、
地
蔵
巡
り
の
四
十
八
番
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
地
蔵
堂
に
祀
ら
れ
た
座
像
と
思
し
い
。
参
照
し
た
資

料
の
中
で
、
和
光
寺
は
何
か
の
興
行
や
他
の
寺
院
か
ら
の
開
帳
が
行
わ
れ
る
、
人
々
が
集
う
場
と
し
て
の
催
事
記
事
が
散
見
さ
れ
る
が
、

抹
香
地
蔵
の
記
述
は
、
た
と
え
ば
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
「
蓮
池
山
和
光
寺
」
の
堂
塔
が
紹
介
さ
れ
る
中
に
「
抹
香
地
蔵
〈
ゑ
ん
ま
堂

隣
る
〉
」
と
あ
る
程
度
で
、
病
気
平
癒
に
効
験
の
あ
る
こ
と
や
お
礼
に
抹
香
を
供
す
る
こ
と
な
ど
に
は
ふ
れ
る
記
事
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。

28　

北
向
地
蔵

関
連
記
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ご
利
益
と
し
て
語
ら
れ
る
歯
痛
治
癒
は
、
『
重
宝
記
』
中
、
他
の
神
仏
・
霊
木
で
も

説
か
れ
て
お
り
、
身
近
で
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

31　

油
掛
地
蔵

さ
き
に
示
し
た
本
文
に
よ
る
と
、
立
願
の
際
に
は
御
詠
歌
を
三
回
唱
え
、
成
就
の
折
に
は
油
を
か
け
る
こ
と
を
誓
う
と
の
こ
と
だ
が
、

お
礼
参
り
に
は
「
地
蔵
堂
の
外
に
ま
し
ま
す
石
仏
の
地
蔵
尊
へ
油
を
濯
ぐ
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
祈
願
す
る
地
蔵
（
堂
内
）
と
お
礼
す
る
地

蔵
（
堂
外
）
の
二
体
が
あ
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
蔵
は
市
塵
の
中
に
あ
る
こ
と
を
好
ま
れ
る
よ

う
な
の
で
、
い
ま
は
祈
願
す
る
地
蔵
と
、
「
地
蔵
堂
の
外
に
ま
し
ま
す
石
仏
の
地
蔵
尊
」
と
の
同
体
・
異
体
は
問
わ
ず
、
同
一
の
地
蔵
と
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理
解
し
て
お
く
。

『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
（
巻
十
三
下
）
に
、
油
掛
け
の
由
来
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
縁
起
云
」
と
し
て
、
「
元
和
年
中
地
中
よ
り
出
現

し
」
、
「
諸
人
結
縁
し
て
歩
み
を
運
び
、
香
華
常
に
絶
る
事
な
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

萱
野
何
某
が
一
子
や
ま
ふ
に
臥
、
医
料
す
で
に
尽
き
、
悲
し
み
の
余
り
此
尊
像
に
油
を
そ
そ
ぎ
縄
を
も
て
警
し
め
、
其
痛
苦
を
助
け

給
わ
ら
ん
こ
と
を
せ
つ
に
祈
り
け
る
に
、
実
や
菩
薩
の
誓
ひ
虚
し
か
ら
ず
、
病
悩
た
ち
ま
ち
に
平
癒
し
け
れ
ば
、
其
人
々
歓
喜
踊
躍

し
て
益
々
仰
ぎ
た
う
と
み
奉
り
け
る
。
其
事
世
に
広
く
聞
え
、
是
よ
り
願
ひ
あ
る
人
は
、
先
縄
に
て
巻
、
油
を
か
け
其
し
る
し
あ
ら

ん
事
を
祈
る
に
ぞ
、
い
つ
し
か
世
に
油
掛
地
蔵
尊
と
称
名
し
奉
り
け
ら
し
。
其
後
、
猶
霊
験
多
く
ま
し
ま
す
と
い
へ
ど
も
、
本
よ
り

現
世
所
求
皆
令
満
足
の
悲
願
な
れ
ば
、
今
更
た
め
て
言
べ
く
も
あ
ら
ず
。

す
で
に
あ
る
程
度
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
地
中
出
現
の
地
蔵
に
、
萱
野
某
が
子
ど
も
の
病
気
平
癒
を
祈
っ
て
油
を
注
ぎ
縄
で
縛
る
と
い
う

荒
っ
ぽ
い
処
置
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
祈
願
成
就
を
得
た
こ
と
が
以
降
の
油
掛
け
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
。
地
蔵
に
限
ら
ず
、
神

仏
へ
の
祈
願
に
際
し
て
手
荒
ら
い
手
段
を
と
る
例
は
民
俗
事
例
の
中
に
数
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
も
そ
の
一
例
と
い
え
る
。
『
難
波
鑑
』
（
巻

四
）
に
は
、
七
月
二
十
四
日
の
「
地
蔵
祭
」
に
関
し
て
、

取
り
分
け
、
安
堂
寺
町
東
堀
一
丁
目
の
門
の
脇
に
、
油
掛
け
の
地
蔵
と
て
い
に
し
え
よ
り
あ
り
。
こ
の
地
蔵
、
よ
く
瘧
病
を
治
し
給

ふ
と
て
、
そ
の
宿
願
に
は
、
縄
を
掛
け
置
き
、
病
癒
ゆ
る
時
は
、
必
ず
縄
を
解
き
参
ら
す
る
。
寔
に
苦
労
な
る
地
蔵
の
体
、
見
る
も

さ
な
が
ら
耐
え
が
た
く
こ
そ
侍
れ
。

と
、
責
め
ら
れ
る
地
蔵
を
気
の
毒
が
る
記
述
も
み
え
る
。

ま
た
、
『
重
宝
記
』
本
文
に
、
同
地
が
安
堂
寺
の
旧
地
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
『
〈
摂
陽
／
見
聞
〉
筆
拍
子
』
（
巻
八
）
「
安
堂
寺

の
事
」
に
も
、
古
代
の
安
曇
寺
に
ふ
れ
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

安
堂
寺
町
は
安
曇
寺
の
旧
地
な
り
。
日
本
紀
に
云
、
孝
徳
天
皇
大
化
五
年
己
酉
秋
七
月
、
是
法
師
臥
病
於
安
堂
寺
、
於
是
天
皇
而
問

之
、
と
あ
り
。
今
安
堂
寺
町
道
具
屋
町
す
じ
、
東
北
の
角
な
る
石
地
蔵
を
油
掛
の
地
蔵
と
呼
ん
で
、
諸
人
信
を
な
す
に
霊
験
あ
り
。
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此
地
蔵
、
往
昔
安
曇
寺
の
頃
よ
り
有
り
て
、
凡
そ
千
五
百
年
余
り
に
及
べ
り
。
願
望
あ
る
輩
は
油
を
灌
ぐ
ゆ
へ
、
油
掛
の
地
蔵
と
称

す
。
此
類
ひ
余
国
に
も
あ
れ
ば
、
因
に
書
き
つ
け
置
き
ぬ
。
（
以
下
、
伏
見
下
油
掛
町
の
油
掛
山
西
岸
寺
の
地
蔵
の
こ
と
を
記
す
）

こ
の
よ
う
に
古
い
由
緒
を
も
つ
地
蔵
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
故
も
あ
っ
て
、
『
難
波
丸
綱
目
』
の
「
名
地
蔵
」
に
数
え
ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
限
り
、
名
称
の
由
来
で
あ
る
油
掛
け
を
い
つ
行
う
の
か
（
祈
願
時
か
、
成
就
お
礼
時
か
）
は
一

致
し
な
い
。

こ
の
油
掛
地
蔵
の
名
は
案
内
記
に
と
ど
ま
ら
ず
、
霊
験
記
に
も
み
え
て
い
る
。
『
礦
石
集
』
（
巻
三
第
十
話
）
の
一
話
。

浪
華
ノ
邑
安
堂
寺
町
一
町
目
筋
ノ
四
辻
ニ
地
蔵
尊
ノ
石
像
ア
リ
。
何
レ
ノ
代
ヨ
リ
ア
リ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ズ
。
人
馬
ノ
塵
ニ
マ
ミ

レ
狗
鶏
ノ
屎
尿
ニ
汚
レ
玉
へ
り
。
或
ハ
馬
子
ナ
ド
馬
ノ
沓
ヲ
掛
タ
リ
。
若
人
病
ア
レ
バ
此
ノ
石
像
ニ
祈
リ
テ
油
ヲ
濯
奉
ル
ベ
シ
。
病

ヲ
癒
シ
玉
ヘ
ト
イ
ヘ
バ
、
即
時
ニ
平
復
ス
ル
コ
ト
神
ノ
如
シ
。
衆
人
ヒ
タ
ス
ラ
ニ
油
ヲ
濯
ケ
ル
マ
マ
、
色
黒
ク
汚
レ
玉
ヒ
ケ
リ
。
俗

此
ヲ
油
濯
ノ
地
蔵
ト
号
シ
奉
ル
。
近
比
（
以
下
略
）

省
略
し
た
「
近
比
」
以
下
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
近
所
の
人
々
が
こ
の
地
蔵
に
堂
を
建
て
よ
う
と
相
談
し
た
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
へ
、
地
蔵
が
俗
塵
に
ま
み
れ
て
い
る
の
を
嘆
い
た
「
瓦
屋
ノ
浄
信
」
が
町
の
宿
老
に
語
っ
て
自
宅
の
前
栽
に
小
堂
を
造
っ

て
迎
え
た
が
、
一
般
の
人
は
自
由
に
参
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
し
、
種
々
の
災
難
も
重
な
る
。
さ
ら
に
浄
信
の
子
の
夢
に
、
地
蔵
が
現

れ
て
元
の
場
所
に
送
り
帰
せ
と
の
お
告
げ
が
あ
っ
て
、
元
の
状
態
へ
と
戻
さ
れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、
「
大
坂
ノ
風

俗
七
月
二
十
四
日
ニ
ハ
地
蔵
祭
ト
号
シ
テ
」
と
、
い
わ
ゆ
る
地
蔵
盆
の
習
俗
の
紹
介
と
続
く
。
右
の
引
用
箇
所
に
「
何
レ
ノ
代
ヨ
リ
ア
リ

ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ズ
」
と
あ
る
通
り
、
古
い
像
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
も
、
旧
安
曇
寺
と
の
関
係
に
は
ふ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
記
事

の
現
在
に
お
い
て
も
、
人
々
か
ら
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
盆
の
話
よ
り
前
の
部
分
は
、
『
延

命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』
（
巻
三
第
四
十
六
話
）
に
も
、
「
無
尽
蔵
［
礦
石
集
を
指
す
］
ノ
説
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
作
品

に
そ
の
名
が
み
え
る
、
大
坂
の
地
蔵
と
い
う
と
き
に
は
選
択
さ
れ
る
著
名
な
地
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
『
地
蔵
菩
薩
応
験
新
記
』
（
上
末
8
）
に
も
、
「
摂
州
大
坂
安
堂
寺
町
に
、
灌
油
地
蔵
と
て
旧
た
る
石
像
、
路
の
傍
に
お
は
し
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け
る
が
、
霊
験
甚
夥
く
、
古
き
書
典
に
も
載
て
其
か
く
れ
な
き
地
蔵
菩
薩
に
て
在
す
」
と
紹
介
さ
れ
、
元
禄
六
年
春
に
、
御
城
番
の
奴
が

こ
の
地
蔵
に
立
て
か
け
た
雨
傘
を
失
く
し
て
騒
い
だ
と
こ
ろ
、
近
所
の
五
六
歳
の
女
子
が
物
狂
い
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
所
在
を
知
ら
せ

た
が
、
そ
れ
は
地
蔵
の
沙
汰
で
あ
っ
た
と
人
々
が
噂
し
た
と
の
伝
承
を
載
せ
、
「
凡
此
辺
に
病
苦
災
厄
あ
る
時
は
、
此
の
菩
薩
に
祈
り
、

油
を
灌
て
供
養
じ
奉
れ
ば
、
必
ず
其
効
を
得
る
と
也
」
と
結
ぶ
。
こ
こ
で
は
病
気
平
癒
に
と
ど
ま
ら
ず
、
遺
失
物
の
発
見
に
ま
で
ご
利
益

が
広
が
っ
て
い
る
が
、
信
仰
の
浸
透
が
進
ん
で
い
た
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
引
い
た
三
つ
の
霊
験
記
は
、
い
ず
れ
も

『
重
宝
記
』
よ
り
も
古
く
、
『
応
験
新
記
』
に
記
さ
れ
た
「
元
禄
六
年
（1693

）
」
は
『
重
宝
記
』
刊
行
よ
り
も
百
年
以
上
の
昔
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
信
仰
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

38　

茶
湯
地
蔵

油
掛
地
蔵
と
同
様
に
、
茶
湯
地
蔵
も
ま
た
路
傍
の
地
蔵
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

同
［
安
国
寺
坂
］
所
坂
の
上
の
角
に
あ
り
。
小
堂
に
安
置
す
。
石
像
に
し
て
、
長
二
尺
許
、
所
願
の
者
茶
湯
を
供
ず
。
霊
験
い
ち
じ

る
し
。
（
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
巻
二
）

『
重
宝
記
』
に
は
、
月
代
を
嫌
が
る
子
ど
も
に
効
き
目
の
あ
る
地
蔵
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
霊
験
は
そ
れ
だ
け
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、

『
摂
陽
奇
観
』
（
巻
三
十
一
、
宝
暦
九
年
七
月
）
に
は
、

因
云　

此
茶
湯
の
地
蔵
尊
は
霊
験
あ
り
て
、
日
毎
に
参
詣
多
し
。
小
児
月
代
を
嫌
ふ
に
は
、
此
尊
前
の
御
茶
湯
に
て
髪
を
濡
ら
し
、

そ
の
残
り
た
る
を
小
児
に
飲
す
れ
ば
、
忽
ち
髪
惜
み
す
る
事
な
し
。
又
眼
病
に
て
患
ふ
る
人
、
茶
湯
を
備
え
、
其
茶
を
す
ぐ
さ
ま
戴

き
帰
り
、
目
を
洗
へ
ば
平
癒
な
す
。
小
児
乳
を
呑
つ
か
ざ
る
に
も
立
願
す
れ
ば
叶
ふ
と
い
へ
り
。

と
、
子
ど
も
の
月
代
嫌
い
だ
け
で
な
く
、
眼
病
や
乳
嫌
い
に
も
効
能
の
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
他
の
資
料
に
も
確
認
で
き
る
。

・
石
像
に
し
て
長
二
尺
ば
か
り
、
祈
念
の
者
茶
湯
を
供
じ
、
か
つ
茶
湯
を
請
け
て
煎
薬
に
加
へ
、
あ
る
い
は
悩
め
る
所
に
塗
れ
ば
必
ず
平

癒
す
と
い
ふ
。
別
て
乳
の
出
で
ざ
る
婦
人
こ
れ
を
喫
し
、
月
代
を
嫌
ふ
小
児
こ
れ
を
濡
れ
ば
、
直
ち
に
そ
の
験
あ
り
と
ぞ
。
（
『
浪
華

の
賑
ひ
』
初
篇
）
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・
農
人
橋
筋
谷
町
よ
り
東
に
お
茶
湯
の
地
蔵
と
て
立
願
を
か
け
、
茶
湯
を
そ
な
へ
線
香
を
た
く
。
茶
を
す
ぐ
に
い
た
だ
き
か
へ
る
も
あ

り
。
又
眼
病
は
御
茶
湯
に
て
洗
へ
ば
眼
中
あ
き
ら
か
に
成
。
小
児
乳
を
の
み
つ
か
ざ
る
に
立
願
叶
ふ
。
日
夜
参
詣
多
し
。
毎
月
二
十
四

日
は
御
縁
日
故
、
此
方
角
に
夜
市
あ
り
。
甚
賑
は
し
し
。
（
『
浪
花
の
な
が
め
』
（
巻
二
）
）

と
く
に
、
眼
病
に
つ
い
て
は
、
『
摂
陽
奇
観
』
（
巻
三
）
の
「
三
都
自
慢
競
」
に
、
「
江
戸　

目
切
ノ
地
蔵
／
京
都　

目
や
み
ノ
地
蔵
／

大
坂　

御
茶
湯
地
蔵
」
と
、
大
坂
代
表
と
し
て
、
江
戸
・
京
都
の
目
に
ご
利
益
の
あ
る
地
蔵
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

56　

東
向
地
蔵

『
〈
摂
陽
／
見
聞
〉
筆
拍
子
』
（
巻
八
）
「
新
清
水
地
蔵
の
事
」
に
、
『
重
宝
記
』
同
様
、
花
を
供
し
て
立
願
す
れ
ば
痔
が
癒
え
る
こ
と
が

記
さ
れ
る
。

三
諸
作
品
中
で
の
『
重
宝
記
』
の
地
蔵
の
記
載
状
況
を
み
た
が
、
案
内
記
や
霊
験
記
類
を
繰
っ
て
い
る
と
、
『
重
宝
記
』
の
地
蔵
で
は
な

い
が
、
何
度
も
出
て
く
る
地
蔵
が
い
る
。
そ
の
一
例
が
、
著
名
な
地
蔵
を
確
認
し
た
と
き
に
ふ
れ
た
専
修
院
の
頬
焼
地
蔵
で
あ
る
。

頬
焼
地
蔵
は
、
永
仁
頃
に
相
模
国
の
下
女
の
身
代
わ
り
に
焼
鉄
を
受
け
て
頬
焼
け
と
な
り
、
そ
の
後
徳
治
頃
に
京
都
の
市
原
に
移
さ

れ
、
さ
ら
に
寛
文
年
間
に
専
修
院
に
安
置
さ
れ
た
と
い
う
由
緒
を
も
つ
。
『
地
蔵
菩
薩
応
験
新
記
』
（
上
本
八
）
で
は
、
そ
の
由
緒
を
「
難

波
芦
分
舩
、
利
生
記
等
に
見
ゆ
」
と
紹
介
し
た
上
で
、
さ
ら
に
悪
夢
除
け
、
瘡
病
平
癒
、
痴
漢
除
け
な
ど
四
つ
の
事
例
を
挙
げ
、
「
此
等

の
応
験
悉
く
録
す
る
こ
と
能
は
ず
。
見
聞
の
及
と
こ
ろ
、
粗
近
載
の
実
事
を
攈
摭
し
て
其
梗
概
を
記
す
る
耳
」
と
ま
と
め
、
そ
の
信
仰
が

過
去
に
終
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
近
時
へ
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
地
蔵
の
代
表
と
も
い
え
そ
う
な

こ
の
頬
焼
地
蔵
は
、
身
代
わ
り
や
様
々
な
病
気
平
癒
の
霊
験
を
い
ま
に
伝
え
な
が
ら
も
、
『
重
宝
記
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
ま
で
、
説
話
と
し
て
の
記
述
の
あ
り
方
よ
り
も
、
信
仰
の
様
相
の
確
認
に
引
っ
張
ら
れ
て
散
漫
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
検

229（14）
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討
し
た
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
重
宝
記
』
に
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
地
蔵
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
大
坂
の
六
地
蔵
・
四
十
八
地
蔵
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
本
格
的
な
堂

塔
を
構
え
た
寺
院
の
本
尊
と
さ
れ
る
よ
う
な
地
蔵
ば
か
り
を
対
象
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
路
傍
や
坂
道
の
途
中
に
あ
る
よ
う
な
、
人
々

の
日
常
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
地
蔵
の
ご
利
益
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
（
10
）

。

そ
れ
を
紹
介
す
る
記
事
と
し
て
、
出
来
事
の
顛
末
を
語
る
と
い
う
意
味
で
の
説
話
は
語
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
ご
利
益
だ
け

が
提
示
さ
れ
る
。
限
ら
れ
た
全
体
分
量
の
中
で
、
あ
る
程
度
の
数
の
神
仏
を
紹
介
す
る
に
は
、
本
書
が
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
ど
こ

の
・
ど
の
神
仏
が
・
何
に
効
く
か
・
ど
う
い
う
方
法
で
祈
願
や
お
礼
を
す
る
か
」
と
い
う
要
点
の
み
の
掲
出
と
な
る
の
は
、
む
し
ろ
自
然

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
ま
さ
に
霊
験
記
類
が
内
容
を
詳
し
く
記
す
過
去
・
他
人
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
の
は
後
回
し
と
な
る

情
報
と
い
え
る
。
『
重
宝
記
』
と
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
と
き
に
す
が
り
た
い
、
自
分
に
と
っ
て
即
効
性
の
あ
る
情
報
が
提
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
本
で
あ
っ
た
。
前
に
「
重
宝
記
」
か
ら
「
図
会
」
へ
の
名
称
変
更
に
ふ
れ
た
が
、
は
じ
め
か
ら
「
図
会
」
で
な

か
っ
た
の
は
、
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
案
内
記
の
よ
う
に
様
々
な
情
報
が
つ
ま
っ
た
本
で
は
な
く
、
特
定
の
テ
ー
マ
（
効
験
）
を
簡

潔
に
ま
と
め
た
、
便
利
な
（
重
宝
な
）
情
報
集
と
い
う
意
味
で
は
、
「
重
宝
記
」
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
名
称
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

『
重
宝
記
』
は
説
話
資
料
と
し
て
扱
う
に
は
情
報
が
断
片
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
補
助
的
に
案
内
記
を
参
照
し
て
み
て
も
、
い
ず
れ
も
比

較
的
簡
潔
な
記
述
で
あ
り
、
文
章
や
表
現
の
差
違
を
う
か
が
う
こ
と
は
困
難
で
、
も
し
差
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
依
拠
資

料
を
探
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、
説
話
文
学
研
究
で
行
う
方
法
で
の
対
処
は
無
効
な
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
承
と
文
章
表
現
と
を
つ

な
ぐ
・
分
け
る
関
心
の
あ
り
か
、
あ
る
い
は
、
説
話
（
事
の
顛
末
）
が
情
報
と
な
り
消
費
さ
れ
る
の
に
適
し
た
形
式
に
変
わ
っ
て
い
く
姿

を
探
る
資
料
と
し
て
は
注
目
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
試
行
で
は
、
地
誌
・
案
内
記
を
確
認
し
た
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、
霊
験
記
の
表
現
の
分
析
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
資
料
を
説
話
文
学
の
対
象
と
し
て
扱
う
方
法
の
模
索
で
あ
り
、
ま
た
別

の
機
会
・
方
法
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
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注
（
1
）　

「
濱
松
歌
国
伝
（
未
定
稿
）
」
（
『
浪
速
叢
書
』
一
、
名
著
出
版
、1977

年
）

（
2
）　

『
〈
神
社
／
仏
閣
〉
願
懸
重
宝
記
』
は
、
『
重
宝
記
資
料
集
成
』
三
二
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
「
願
懸
重
宝
記
」
影
印
に
よ
る
。
本
書
を

含
め
、
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
影
印
・
翻
刻
資
料
に
基
づ
き
つ
つ
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
漢
字
や
送
り
仮
名
な
ど
の
表
記
を
私
に
改
め

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
3
）　

『
神
仏
霊
験
記
図
会
』
は
、
『
浪
速
叢
書
』
鶏
肋
（
名
著
出
版
、1979

年
）
に
よ
る
。
同
書
の
巻
末
に
は
「
二
篇
」
の
予
告
が
記
載
さ
れ
る
が
、
実

際
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
『
〈
神
社
／
仏
閣
〉
願
懸
重
宝
記
』
（
重
宝
記
）
と
『
神
仏
霊
験
記
図
会
』
（
図
会
）
の
相
違
点

は
次
の
通
り
。

・
序
…
（
重
宝
記
）
「
あ
し
敷
る
里
の
隠
者
識
」
の
「
叙
」
、
（
図
会
）
「
鶏
鳴
舎
暁
鐘
成
誌
」
の
「
序
」
、
「
叙
」
と
「
序
」
の
内
容
は
異
な
る
。

・
目
録
…
（
重
宝
記
）
ナ
シ
、
（
図
会
）
「
初
篇
目
録
」
（
立
項
69
）
に
続
け
て
「
（
神
仏
霊
験
記
図
会
）
二
篇
目
録
〈
近
日
本
出
〉
」
あ
り

（
立
項
82
、
た
だ
し
、
82
は
空
欄
）

・
52
本
文
…
（
重
宝
記
）
「
庚
申
の
瘡
神
と
唱
へ
て
」
、
（
図
会
）
「
庚
申
の
神
忌
と
唱
へ
て
」

・
巻
末
…
（
重
宝
記
）
ナ
シ
、
（
図
会
）
「
願
成
就
日
」
「
不
成
就
日
」
「
諸
事
に
悪
日
」
の
列
挙

・
巻
末
刊
記
の
横
…
（
重
宝
記
）
「
菊
屋
庄
左
衛
門
」
の
「
あ
ら
れ
酒
」
「
庵
羅
菓
酒
」
の
宣
伝
文
、
（
図
会
）
続
巻
の
宣
伝
「
神
仏
霊
験
記
図
会

　

願
懸
手
引
二
篇<

近
日
う
り
い
だ
し
候　

御
も
と
め
の
程　

希
ひ
上
候>

「
続
い
て
京
江
戸
を
は
じ
め
諸
国
の
部
を
追
〳
〵
出
板
仕
候
」

・
刊
記
…
（
重
宝
記
）
「
文
化
十
三
〈
丙
子
〉
春
発
行　

書
林　

〈
京
都
車
屋
町
二
条
上
ル
町
〉
本
屋
宗
七　

〈
大
阪
心
斎
橋
通
伝
馬
町
〉
塩
屋

長
兵
衛
」
、
（
図
会
）
「
文
政
七
甲
申
年
冬
発　

書
屋　

京
〈
蛸
薬
師
通
高
倉
西
ヘ
入
〉
山
城
屋
左
兵
衛　

大
阪　

〈
呉
服
町
御
霊
筋
角
〉
玉

屋
市
兵
衛
」

（
4
）　

宮
本
袈
裟
雄
「
「
願
掛
重
宝
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
歴
史
公
論
』
3
巻
9
号
、1977

年
）
、
野
掘
正
雄
「
『
〈
神
社
／
仏
閣
〉
願
懸
重
宝
記
』
に
み
る

小
祠
と
治
病
―
現
世
利
益
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
―
」
（
日
本
歴
史
民
俗
論
集
10
『
民
間
信
仰
と
民
衆
宗
教
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、1994

年
）
、
田
野

登
「
「
梅
田
牛
駆
け
粽
」
考
―
都
市
生
活
者
か
ら
見
た
農
村
行
事
―
」
（
『
日
本
民
俗
学
』
211
号
、1997

年
）
、
伊
藤
純
「
近
世
大
坂
の
疱
瘡
対
策
―

『
神
仏
霊
験
記
図
会
』
を
中
心
に
―
」
（
『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
10
号
、2012

年3

月
）
な
ど
。

（
5
）　

注
（
4
）
田
野
氏
論
文
。

（
6
）　

注
（
4
）
田
野
氏
論
文
に
も
、
収
載
対
象
の
所
在
地
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
7
）　

『
重
宝
記
』
の
地
蔵
も
含
め
、
大
阪
の
地
蔵
に
つ
い
て
は
、
田
野
登
『
大
阪
の
お
地
蔵
さ
ん
』
（
北
辰
堂
、1994

年
）
を
参
照
。
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（
8
）　

宮
田
登
『
江
戸
の
は
や
り
神
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、1993

年
）
を
参
照
。

（
9
）　

な
お
、
『
〈
大
坂
〉
寺
社
順
拝
記
』
に
も
四
十
八
地
蔵
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
寺
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
和
光
寺
は
四
十
八
番
に
あ

る
も
の
の
、
龍
海
寺
は
入
っ
て
い
な
い
。
『
摂
陽
奇
観
』
（1833

年
）
ま
で
の
間
に
人
気
を
得
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
10
）　

地
誌
類
に
登
場
す
る
地
蔵
と
し
て
は
、
大
坂
六
地
蔵
に
数
え
ら
れ
る
法
善
寺
の
地
蔵
、
『
難
波
の
梅
』
に
は
親
子
地
蔵
、
『
芦
分
舩
』
に
は
大
願
寺

の
笑
地
蔵
（
こ
ち
ら
は
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』
（
巻
十
二
付
録
十
一
「
諸
国
二
十
四
箇
地
蔵
菩
薩
順
礼
所
」
の
二
十
三
番
に
も
な
っ
て
い

る
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

参
照
作
品
一
覧

『
摂
陽
奇
観
』
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
、
『
芦
分
舩
』
、
『
難
波
鑑
』
、
『
難
波
十
二
景
』
、
『
難
波
十
観
』
、
『
浪
花
の
な
が
め
』
、
『
浪
花
の
む
め
』
は
『
浪
速
叢

書
』
を
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
は
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
（
大
阪
の
巻
、
角
川
書
店
、1980

年
）
を
、
『
〈
摂
陽
／
見
聞
〉
筆
拍
子
』
は
『
新
燕
石
十
種
』

八
、
中
央
公
論
社
、1982

年
）
を
、
『
難
波
丸
綱
目
』
は
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』
（
中
尾
松
泉
堂
書
店
・1977

年
）
を
、
『
〈
大
坂
〉
寺
社
巡
拝
記
』
は
中

之
島
図
書
館
蔵
本
を
、
霊
験
記
類
と
し
て
は
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
（
貞
享
元
年
・1684

）
、
『
地
蔵
菩
薩
感
応
伝
』
（
貞
享
四
年
・1687

）
、
『
地
蔵
菩
薩
利

生
記
』
（
貞
享
五
年
・1688

）
、
『
地
蔵
菩
薩
利
益
集
』
（
元
禄
四
年
・1691

）
、
『
礦
石
集
』
（
元
禄
六
年
・1693

）
、
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』
（
元
禄
十

年
・1697

）
、
『
続
礦
石
集
』
（
享
保
十
二
年1727

年
）
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
画
像
を
、
『
地
蔵
菩
薩
応
験
新
記
』
（
宝
永
元
年
・

1704

）
、
は
『
叢
書
江
戸
文
庫　

仏
教
説
話
集
成
（
二
）
』
（
国
書
刊
行
会
、1998

年
）
を
参
照
し
た
。

柴
田
芳
成
（
本
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）



日本語・・日本文化　第 50 号 （2023） 225（18）

“GankakeTyohouki”: The Book of the Blessings of the 
Gods and Buddhas of the Edo Period 

“GankakeTyohouki” was published in 1816. It contains information about Osaka in the 
Edo period, especially about the blessings of the gods and buddhas. In that book, there is 
information about what the gods and buddhas are good for, how to pray, and how to give 
thanks. In this paper, I thought about how these articles were written.

  There are 69 articles in total, and I focused on 7 articles on Jizo. I compared it with 
guidebooks, topographies, and books about miracles in Edo period. The jizo registered 
in the book were not necessarily famous, but they were popular and were worshiped by 
many people.

The style of “GankakeTyohouki” is different from books about miracles. However, this 
book is an important material for thinking about how stories turn into information. 

SHIBATA Yoshinari


